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  フミン酸，フルボ酸とそれぞれの金属錯体はゾ

ノトライトへの吸着により除去された．その吸着

率はフミン酸に対し約 80%で，フルボ酸に対して

は約 30%であった．ゾノトライトとの反応後，吸

着されなかったフミン物質の分子量分布を測定し
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たところ，分子量の大きなフミン物質が優先的に

吸着されていることが分かり，このことから吸着

率はフミン物質中の官能基数に依存すると思われ

た。吸着前後の表面状態について走査電子顕微鏡

で測定した．吸着熱についてクラペイロン－クラ

ウジウス方程式により計算すると３３０ｋJ/mol

であり、化学吸着であることが分かった．ゾノト

ライトは低コストで合成される鉱物なので，フミ

ン物質の吸着に有用である．


